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IUGONET
B: 検索結果一覧画面

C: 検索結果詳細画面

A: トップ画面

ERGWAT
(ERG-SC)

about data

A-1: テキスト表示

D: プロット作成画面

FY28以降に導入。
現時点では導入しない。

A-2: 地図表示

表示方法を
切り替え

B-1: テキスト表示

B-2: サムネイル表示

JudasFX

表示方法を
切り替え

Analyze: UDAS-web/ERGWAT/JudasFX

ポップアップ
表示

親画面遷移

今回の発注には
含まない。

UDAS web (仮称)

画面遷移図 http://search.iugonet.org/
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改良点（入口）： 導線の見直し、Quick Look の前面化

カテゴリの導入 .NEW!!
マップ選択の導入 .NEW!!
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改良点（中）： データを発見する、実際に得る

QLを並べて表示 .NEW!!
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改良点（中）： データを発見する、実際に得る

QLの表示
リアルタイムでデータが出ているもの
については最新プロットを表示

NEW!!

QLの切替え（めくり） .NEW!!
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改良点（中）： データを発見する、実際に得る

コンタクト先

利用ポリシー

サイト情報

観測機器情報

観測所情報

実データへの直接リンク .

解析方法 .NEW!!

NEW!!

説明
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IUGONET Type-A

7

検索結果一覧から自由に組み合
わせることが可能

改良点（出口）： データをいじってみる ウェブ上でのプロット作成 ...NEW!!

比較したいデータの選択 .NEW!!

プロットを動的に作成 .NEW!!

データを組み合わせてプロットを
作成。（簡易比較）
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統計機能

システムの随所にトレースポイントを設置。
いつ、だれが、どこで、何を、どうしたかを記録

＝データの利用状況の詳細な把握が可能

NEW!!
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機能変更（裏側）

従来のシステム

メタデータ検閲

md_checker

メタデータ登録

git2dspace

本番DB

登録待ち

ドラフト

本番DB

ドラフト

プロット作成

plot_maker
メタデータ作成

md_maker

メタデータ検閲

md_checker

メタデータ登録

md_register

登録待ち
登録待ち

登録待ち

ドラフト

S

E

新システム

プロット

S

E

新機能

各機能において、機関別に並列処理する
機能も搭載。

直列処理のみ

NEW!!
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Research Institute for 
Sustainable Humanosphere

Kyoto University
ウェブ主系、バッチ主系

National Institute of 
Polar Research  

ウェブ待機系

International Center for Space 
Weather Science and Education

Kyushu University
ウェブ待機系

Institute for Space-Earth 
Enviromental Research 
Nagoya University

（ウェブ検証、バッチ検証）

ハードウェア構成
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区分 旧システムの問題点、リクエスト 新システムでのSolution 達成度

使い勝手 必要なデータを見つけるのに手間がかかる カテゴリ、地図から選ぶ仕組みに変更 ○達成

入口が検索語句入力のみのため、どのような語句を
入れてよいか迷う

同上 ○達成

SPASEメタデータの用語が全面に出ていてそれを理
解しないととっつきににくい

項目名を普遍的な用語に置換 ○達成

モバイル版が欲しい （未導入、FY2016? 2017?） ×未達成

サイエンス QuickLook（プロット画像）の有無 画像を作り置きする仕組み、動的に作成する仕組みを導入 ○達成

ウェブ上で解析できる仕組みを
プロットを俯瞰できる機能、プロット画像を動的に作成する
仕組みを導入 ※今後、機能拡張を予定

○達成

解析の手法を示してほしい
対応するSPEDAS-CUI, GUI の操作方法を表示、3rd Party 
にも対応

○達成

物理現象をカラーバーや3次元で把握できる仕組みが
欲しい

（未導入） ×未達成

システム、 表示を容易に変更できる仕組みにしてほしい 設計見直しにより容易化 ○達成

性能 ノウハウやシステムを横展開して欲しい 設計見直しにより容易化、進行中 ※現在、さらに洗練中 ○達成

登録速度が遅い 設計見直しにより解消 （約0.0025秒／1件） ○達成

運用 サーバの外部委託 （費用面で未達成） ×未達成

運用コストの低減
専門的な運用知識を必要とするバッチサーバと、さほど必
要としないウェブに分離
※やはり専門知識を必要とする箇所あり

△途中

アウトリーチ 学会コミュニティへの浸透 データを入れたいとの打診あり ※これから本格実施 △途中

Inter University から All Japan へ 今年度、4号機をインドネシアに構築予定 △途中

達成・未達成事項の整理（自己評価）
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ユーザの反応（2016年9月～）

-- 高評価

1. コマンドコピペ対応が素晴らしすぎる（学生、PD、教員）

UDASの基本コマンドがDBで参照できるのはうれしい（学生）

UDASの初歩ユーザーにとっては大変親切である（学生）

2. 画面B-2, D：太陽と地上/衛星と地上のデータを比較できる機能がすごい（学生、PD、教員）

3. QLプロットが見えるのは素晴らしい（学生）

4. データの概要がわかりやすくなった（学生）

5. いつのまにか、IUGONETデータ解析システムの開発が進んでいる。今後のIUGONETの方向性は？（スタッフ）

6. 観測器からの検索はわかりやすく、すごくいい（学生）

7．これなら使ってみようと気になる（学生）

8．容易に海外に展開できるシステム？（学生）
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ユーザの反応（2016年9月～）
-- 反応が薄い

■Closed:
1. 画面B-2(プロット俯瞰画面): どういう場面で使えばいいかちょっと迷う（学生） → How to のドキュメントを掲載する予定

-- 改良希望

■Closed:
1. NoImageではなくNoData（教員） → 取り入れ

2. 日時入力フォームを表に出してほしい（学生） → 取り入れ

3. 画面A-2: Allは上部の方がよい（教員） → 取り入れ

4．観測領域検索項目で、SouthAtlanticAnomalyRegion とHeliosphereの文字が重なっている（学生） → 修正済

5. 画面A-2: 何を示しているのか直感では分からない（学生） → 見出しの題目を変更

□Open:
1. QLプロットにおいてスペクトル図の単位がおかしい（学生） [Pending]
2．他の機関のメタデータの記述内容を充実させてほしい（スタッフ） → 継続対応

3．初期のころの赤道大気レーダーのQLプロットが No Dataとなる（学生） → 対応中

4. VAPsを入れてほしい（PD、教員） → 検証環境にて対応予定

5. GPS-TECデータをこの解析システムに入れる予定は？（教員） → 対応予定

6. ERGデータも入れたい（教員） → 対応予定

7. 太陽の乾板データを入れたい。その準備を進めている（学生） → 対応予定

8. NAOJのデータをよく見ている。ぜひ飛騨のデータと並べて見たい（学生） → NAOJと要相談

9. SuperDARNの他の観測所のメタデータも登録して欲しい、QLも見たい（教員） → 対応予定

10. 複数の時間幅のパターンのプロットが欲しい（教員） → UDAS web にて実現済、バッチの状況を見て対応予定
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Engineer Scientist

シートに記入
してください。

記入しました。
お願いします。

XML 技術者がXML
ファイルを作成

メタデータ作成方法の一例

図書職員がXML
ファイルを作成

Librarian

シートに記入
してください。
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No. 難易度 内容 所感 (図書) 所感 (IUG)

1 低 既存のメタデータ(XML)を機械的に修正する ◎ 容易 ◎ OK

2 中－ 既存のメタデータ(XML)を新しいスキーマバージョンに則
したものに変更する

○ 出来た ○ OK

3 中 PIにインタビューしながら新しくサイエンスメタデータを作
成する

進行中 ○ OK

4 中 外部サーバを使って単純なデータ公開・更新を行う （予定）

5 中＋ 自前サーバを使って単純なデータ公開・更新を行う （予定）

6 高 IUGONETのようなサービスのデータ公開部分を運用する (うっ。。)

7 高＋ IUGONETのようなサービスのデータ登録部分を運用する ()

図書委員による見解は 10月26日(水) SPARC Japan #2 ＠情報研 にて発表予定

図書職員とのコラボレーション
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日本と判別不能を除いた国別アクセス比率

(2015.9.1-2016.9.31)月ごとのユニークユーザ数の推移

アクセス数の推移（旧システム）

ユニークユーザー数の補足：
同一ユーザと思われる場合は1月に何度アクセスしても1カウント

国別アクセス数の補足：
全体に占める割合は日本： 57.53％、国外： 42.47％
（昨年度の約1年間では日本：83.83％、国外16.13％）

・ ユニークユーザ数はほぼ一定で推移。 確実にユーザに定着している

・ インドネシア、インドから、継続的に多数のアクセスあり。 国際アウトリーチの成果が継続的に現れている

・ 国外からのアクセスは増加、国内からのアクセスは減少。国内での活動も必要
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1. IUGONET Type-A（仮称）への切替え

・ 旧システムの殆どの問題を解消

・ 登録速度の改善、変更柔軟性の改善

・ 運用難易度の低減

・ 操作性、可視性の改善

・ QuickLook の導入

・ インタラクティブ解析ツール UDAS web の導入

・ 横展開に向けた仕組みも構築、FY2018にかけてトライ

・ 本格的なアウトリーチはこれから実施

2. 図書委員との連携

・ トライアルとして図書委員がメタデータ作成、データ公開などに着手

・ 業務境界線の案が見えつつある

3. 利用者の推移 （旧システム）

・ ユーザー数は一定で推移

・ 国内ユーザの縮小、国外ユーザの増加がみられる


